
 
 
         
 
  

      

 

 

   

～女川原発再稼働をめぐって～ 

   

      

     

     

 

     

         

 

        

       

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちを放射能汚染から守り、原発から自然エネルギーへの転換をめざす女性ネットワークみやぎ 

「女性ネットみやぎ」ニュース  No.95 2020.7.17 
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「女川原発再稼動 STOP」を求める街頭宣伝・請願署名行動は、 
  
７月２０日(月) ８月 20日(木) 8月 5日（水） 12～13時 平和ビル前 

     ↑女性ネットみやぎ と    ↑女川原発住民運動連絡センター のよびかけ 
 

いまこそ、県民の思いを署名に集めましょう。署名行動に、お誘いあわせてご参加ください。   

女性ネットは、街頭での訴えとプラスター宣伝とともに、署名用紙を封筒に入れて配って、 

記入された用紙を返送してくださるようにお願いしています。 

 

 

県と市が作成した女川原発事故発生に備えた避難計画では、交通渋滞をはじめ障がい者・高齢者施

設からの搬送手段も確保されてなく、多くの住民は安全に逃げられず避難所までも行けない。県や石

巻市は、住民のいのちと健康に責任を持つ自治体の原点に立って原子力防災行政を進めてほしい、と

昨年 2019年 11月 12日、石巻住民 17人が、県知事と石巻市長に対し、「再稼働に同意しないよう

に求める仮処分」を申請しました。この 6月までに6回の審尋(非公開)が行われました。 

そして、7 月 6 日、仮処分申請却下の決定が出されました。債権者（＝住民側）は、この決定を不服と

して、7月 10日、高裁に即時抗告を行いました。 

 

却下 

 
 

7月 3日までの回答を求めました。➡県からは、「係争中のため回答 

を差し控える」と書かれた回答書が 7月 3日届きました。 

■7月 15日、県内 26の市民団体は、「女川原発 2号機の安全性 

に関する検討会」を終了せず、工事計画認可および保安規定変更認 

可の審査が終了まで、また、住民の避難計画についてなどの検討を継 

続していただきたい。委員会としての協議をまとめた報告書案を県民に 

示し、パブリックコメントを求めてほしい、という要望書を、県知事と検討 

会座長の若林利男先生と検討会委員各位に提出しました。 

 また、8月 1日から予定されている女川町、石巻市など 7 ヵ所での住 

民説明会について、開催場所の増加と期日の延期を求めて質問しま

した。コロナ感染がさらに深刻化している中、東京からの説明者が、住

民に説明することはいかがなものか、と強く抗議し、改善を求めました。 

■地裁「却下」の理由：大寄麻代裁判長は、「避難計画

の不備によって人格権害が認められるためには、２号機

で事故が発生する具体的な危険性を住民側が主張

する責任があり、避難計画の不備をいうだけで、人格

権侵害の立証をしていない」と仮処分を却下しました。 

「現在の避難計画に実効性があるのか？」という住民

側の求めに対しては、判断を避けました。 

■申立人側：「原発事故は起きないという『安全神

話』から脱却していない。福島原発事故後、30km

圏内住民の生命・健康を守る避難計画策定が自治

体に義務付けられたことなどを十分理解していない」と

決定を批判し、即時抗告をしました。 

■村井知事は、「8 月からの住民説明会や安全性検討会の意

見を踏まえ、県議会・市長村長の意見を伺って、しかるべき時

期に判断する」と、語っています。 

■６月 23 日の宮城県議会では、脱原発県議の会の佐々木

功悦会長と金田基県議が、女川原発再稼動にかかわる問

題点を一般質問で質しました。＊「原子力災害時避難経路

阻害要因調査結果」が報告され、避難計画の実効性が問 

題視されているのに、６月 22 日、副知事も参加した「女川 

地域原子力防災協議会」で「女川地域の緊急時対応」が了

承されたが、調査結果を報告しなかったのはなぜか？＊原発

はコストから考えても優れた発電とはいえない、再稼働を断念

すべきだ。＊UPZ 自治体や仙台市、県内各地で住民説明

会を開催すべきだ、など、230万県民のいのちと暮らしに責任

を負う知事の判断を求めました。 

 

 

 

 

 

６月23日質問書提出 

７月15日質問書など提出 

県に質問書を提出して回答を求めた    
—再稼働反対の運動を進めている県内２５市民団体  

  ■６月 22 日の政府の原子力防災協議

会が、女川地域の避難計画を了承した

ことから、6 月 23 日、県内 25 の市民

団体は、県と内閣府の双方に、公開質

問書を提出しました。 

トイレ利用や水・食料補給、バスなど運

転手の睡眠時間などが考慮されていな

い、ガソリン補給や避難者の渋滞、放射

能汚染検査所の設置時間、など原発か

ら 30 キロ圏内の人々の避難に、3～5

日かかるという県の報告にある試算を反

映していない、不十分な計画では、住民

の命を守れない「実効性がない計画」だ

と指摘し、28項目の質問事項に対し、 

え～！ 

なぜ？？ 

mailto:housyanoujoseinet@hotmail.co.jp
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/genshiryoku_bousai/dai10/siryou.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

原発・放射能・子ども・平和関連などのとりくみ予定 
 

◆脱原発みやぎ 金曜デモ仙台中央部 「みやぎ金曜デモ」：7月 17・24・31日(金)18時 15分集会＝元鍛冶丁公園➡デモ出発 

◆「女の平和」ピースアクション街頭宣伝・署名行動 毎月 15・25日 12～13時 一番町フォーラス前 主催・「女の平和」ピースアクション 

 

◆7月19日(日)11時～12時半 ＃さようならアベ政治 守ろう!いのちくらし平和7・19トーク集会 於・勾当台公園野外音楽堂 

                           主催・「県民運動連絡会みやぎ 安保法制廃止19日行動実行委員会 

◆7 月20 日(月)12 時~13 時 女川原発再稼働STOP 街頭宣伝署名行動 平和ビル前 主催・女性ネットみやぎ 

◆7 月29 日(水) 13 時半 ～ 「宮城県女川原発安全性検討会」 於・パレス宮城野  

◆8 月 4 日(火) 18 時 ～  みやぎ県民大集会実行委員会のZOOM 会議  

◆８月5日(水)12 時~13 時 女川原発再稼働STOP 街頭宣伝署名行動 平和ビル前 主催・原発問題住民運動連絡センター  

◆8 月20 日(木)12 時~13 時 女川原発再稼働STOP 街頭宣伝署名行動 平和ビル前 主催・女性ネットみやぎ  

◆９月６日(日)14～16 時 神田香織さんの講演会 参加費1000 円 於・エルパークギャラリーホール 主催・県民大集会実行委員会  

◆9 月26 日 or 27 日  「さようなら原発 みやぎ県民大集会」 於・勾当台公園  

 

女川原発再稼働にかかわる宮城県の説明会日程 （住民説明会） 

県のホームページ原発住民説明会から県民は誰でも申し込めます。(申し込みの締め切りは7月22日） 

●石巻市 ＊8月2日(日)13時～牡鹿中学校 
            ＊8月8日(土)13時～石巻市総合体育館 

＊8月9日(日)13時～河北総合センター 
＊8月10日(月・祝日)13時～万石浦中学校 

ご都合がつく方、ぜひご参加ください。最初の説明会、女川会場の様子は、8月1日に同時ネット中継されます。 

●女川町 ＝8月1日(土)13時～県立支援学校女川高等学園 

●東松島市＝8月18日(火)13時～東松島市コミュニティセンター 

●南三陸町＝8月19日(水)18時～南三陸町総合体育館 

 

 

9月 6日（日）の 神田香織さん講演会を ➡ 
多くの方に知らせて、成功させましょう！  

＊女川原発再稼動阻止ネット署名アドレス   

 http://chng.it/gSm6fy2S   
 

＊サインしていただいた署名用紙は下記の所で集

約しています。送付、またはお届けください。 

〒980-0804仙台市青葉区大町2-5-10  

御譜代町ビル305 署名係 

 

 

さようなら原発 みやぎ県民大集会    
9 月 26 日(土) or 27 日(日)  
仙台市勾当台公園で開催します。 

神田香織さん：ヒロシマの原爆被害、チェルノブイリやフクシ

マの原発事故など、戦争と平和、憲法など、社会的問題を講

談に取り入れ、人のいのちの尊さを語り続けています。 

原発事故でこれまでの生活を奪われた住民の苦悩や怒り、

願いを語り、草の根の運動を励ましています。 

蟻塚亮二さん：「日本は戦争に向き合うことから逃げ

てきた。いままた、『がんばろう福島』と言いつつ、日本政

府は原発事故に向き合うことから逃げている。９年経

った福島の県外避難者を対象に行った「心の調査」

で、若い人も大きな問題を抱えていることが・・・。これか

らどう乗り越えていけるか、さらに支援が必要だ、と。 
 

＊参加希望される方は、メール・FAX・電話で申し込んで

ください。【会場の収容数とコロナ感染対策です。】 

＊参加費＝１０００円(当日) 

参加人数 申込制 

↑まもなくチラシが出来上がります。必要な枚数をお知らせくださ

い。 

http://chng.it/gSm6fy2S

